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２ 月 行 政 報 告 
 

平成２１年２月１６日提出 
 

 

＝総 務 課＝ 

１ 1 月 16 日、17 日の 2日間、平成 21 年度自治会要望のヒアリングを行いました。要

望・意見の概要等は次のとおりで、必要性、緊急性等を検討し、実施するものは平成

21 年度当初予算（案）に盛り込むこととしています。 

  ・要望・意見の概要等 

総 務 課  40 件（24 自治会）交通標識・消火栓・防犯灯の設置、空き家対策 

企画振興課  1 件（ 1 自治会）レークサイド大栄の運営委員増員（地元選出） 

産業振興課 139 件（47 自治会）道路・排水溝・河川の改修、除雪、除草など 

   環境政策課   6 件（ 7 自治会）ゴミ置場設置、住宅修理、産廃施設設置阻止 

   上下水道課   9 件（ 8 自治会）下水道の早期完成等 

   教育総務課   1 件（ 1 自治会）スクールバス関係 

   健康福祉課   1 件（ 1 自治会）健診の待ち時間解消 

   人権同和教育課   2 件（ 1 自治会）同和対策推進補助、集会所の跡地利用 

   生涯学習課   1 件（ 1 自治会）文化財の看板修理 

 

２ 1 月 28 日、自治会長会を開催しました。交通災害共済の加入取りまとめ、健康診

査受診推進、緊急生活支援事業としての高齢者世帯火災警報器設置・ごみ袋配布など

について、周知や協力依頼を行いました。また、自治会長会の役員を次のとおり決定

しました。なお、63 自治会のうち 29 自治会で自治会長が交代されています。 

＿＿＿＿会＿長＿齋尾正憲（国坂） 

＿＿＿＿副会長＿種子至剛（西園）、遠藤公良（松神） 

＿＿＿＿評議員＿池田雅文（江北）、稲本恒博（田井）、駒井文男（みどり南団地） 

＿＿＿＿＿＿＿＿辻 正男（大島）、村岡純郎（亀谷）、竹森忠司（由良宿４区）（敬称略） 

 

３ 2 月 5 日、平成 20 年度北栄町防災会議を開催しました。会議は、北栄町地域防災

計画の見直し、町防災訓練の課題と今後の対応、新型インフルエンザの対応、災害時

要援護者対策、災害時のデータ放送について協議しました。 

地域防災計画の見直しにつきましては、主に風水害等対策編 災害応急計画の警

報・注意報発令の変更に伴う修正をしました。 

その他の議題では、特に新型インフルエンザの対応について、インフルエンザ発生

時に保育所や学校への対応をどうするのか、保育所や学校を閉鎖する期間はどうする

のか、役場以外の住民に対する部分を検討してほしいなどの意見をいただきました。

町としては、今後、対応マニュアルを作成し、各課の事業継続計画を行っていくとと

もに、保育所については、発生時に最前線で対応される保健師、看護師に対する子ど

もを預かる態勢を検討します。 

また、災害情報を入手するには自主防災組織が有効だが、実際の運営方法はどうな

っているのかという質問があり、現在においては63自治会のうち21自治会が組織（組
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織率約 34％）され、その他の自治会については 3 年以内に組織されるよう 1 月の自

治会長会でお願いしたところです。自主防災組織の活動については、消防局、総務課

地域防災係が出向き、参集訓練、消火訓練、図上訓練、防災マップづくり等の活動を

支援しています。 

 

４ 次のとおり業務を発注しました。               （単位：円） 

入札回数 予定価格 
入札日 業務名 内  容 

指名業

者 数 落札業者 契約金額 
期限

1回 4,700,000 

1/8 

大栄庁舎及び大栄

農村環境改善セン

ター耐震診断業務 

耐震診断 6 社 
(株)桑本建築

設計事務所 
4,200,000 

3/30

1 回 2,992,500 

1/22 
低炭素実現型公用車

導入（購入）業務 

環境ハイブリ

ッドカー1台 
3 社 

前田自動車 2,669,100 

3/30

 

５ 2 月 18 日、明るい選挙推進協議会及び選挙管理委員会を開催し、次の事項につい

て協議します。 

○明るい選挙推進協議会 

 ・平成 21 年度事業計画 

・平成 20 年度明るい選挙啓発ポスター審査 

・その他（規約改正、役員改選） 

○選挙管理委員会 

 ・在外選挙人の登録抹消 

 ・平成 21 年度農業委員会委員選挙人名簿の調製 

 ・平成 21 年 4 月 30 日任期満了農業委員会委員一般選挙の管理執行 

・平成 21 年 3 月 23 日任期満了北条砂丘土地改良区総代総選挙の管理執行 

・平成 21 年 4 月 6 日任期満了北条町土地改良区総代総選挙の管理執行 

 

＝企画振興課＝ 

１ 1 月 11 日、北栄町お座敷列車「名探偵コナン号で行く出雲大社初詣の旅」を実施

しました。今年は 10 回を記念して中部地区全域に参加者を募りましたが、実施期日

が正月松の内を過ぎるためか、参加者は 67 名（うち町外者は 4 名）にとどまりまし

た。当日は大雪のため、列車が約 1時間半延着するなどのハプニングがありましたが、

参加者はこの状況を冷静に受け止めていただき混乱することなく、雪景色を眺めなが

ら和気あいあいとしたお座敷列車の旅を楽しまれました。 

  なお、1 月 28 日には、ＪＲ倉吉駅長から松本町長へ「名探偵コナン」デザインの

ヘッドマークの引渡しがありました。当分の間、両庁舎玄関に展示し、その後は「青

山剛昌ふるさと館」で展示します。 

 

 



 - 3 - 

２ 1 月 30 日、倉吉市上灘公民館大会議室において、第 1 回定住自立圏構想推進会議

が開催され、中部地区 1市 4町の各首長や副市町長ら 19 名が参加し、「定住自立圏形

成のための各市町間での協定締結」に向けた話し合いが行われました。 

  北栄町からは松本町長、山口副町長、企画振興課長、担当室長が出席しました。 

  会議では、年末に国（総務省）から倉吉市に示された推進要綱や財政措置の概要の

説明、さらに中心市としての倉吉市が総務省に提出した現時点での「構想概要」の説

明を受けました。 

  今後のスケジュールとして、倉吉市が今年度末までに「中心市宣言」を行い、翌

21 年度中に「人口定住に必要な生活機能等を確保するため、役割分担し、連携して

いくための意思を確認する協定」を締結することになります。なお、本協定は中心市

と周辺町が 1対 1で締結するものです。 

  協定締結後の平成 22 年度に推進方策や具体的取り組みを盛り込んだ「共生ビジョ

ン」を策定することになりますが、素案は 1 市 4 町で 21 年度中にまとめ上げること

となっています。 

  
３ 1 月 30 日、平成 20 年度鳥取県広報コンクールの審査結果が発表され、広報紙部門

（町村の部）で「広報 7月号（第 33 号）」が昨年度に続き特選に選ばれ、全国広報コ

ンクールへ推薦されました。また、広報組写真が入選しました。 

  広報 7月号（第 33 号）は、「未来のために」と題して、エコ活動に取り組む 5人の

お母さんたちの特集を中心に、28 ページ組で発行したものです。  

 
４ 2 月 1 日、北栄町女性団体連絡協議会・北栄町・鳥取県男女共同参画センターの三

者の主催による「男女共同参画フォーラム 2009」が大栄農村環境改善センターで開

催され、約 190 人が参加しました。内容は、石水恵子さん（ＪＡ鳥取中央北条支所ぶ

どう生産部ぶどう加工部）と手島寿恵さん（米夢マイム）の意見発表や徳島県上勝町

にある株式会社いろどりの代表取締役副社長 横石知二さんから、「人が輝き、地域

が活きる」と題して、「葉っぱビジネス」の成功が地域活性化につながったことなど、

ユーモアをまじえて講演していただきました。 

 
５ 2 月 6 日、北栄町版緊急生活支援事業の一環で実施した「プレミアム商品券」5,000

組が完売しました。プレミアム商品券を発行・販売したのは町商工会（町共通商品券

推進協議会）で、販売状況は本所で約 76％、支所で約 24％でした。商品券の有効期

限は本年 6月 30 日までです。 

 
６ 青山剛昌ふるさと館の入館等実績 

     入館者数 うち有料入館者数 入館料 
1 月分    2,365 人     2,079 人    1,146,850 円 

通 計    55,258 人    50,224 人   28,057,750 円 

前年 1月分    2,741 人     2,474 人   1,446,250 円 

 前年同月通計   70,404 人    61,011 人   34,872,500 円 
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７ 1月に予定しておりましたレークサイド大栄主催の第60回オープンＧ・Ｇ大会は、

雪により 2月に延期しました。よって、1月の大会開催実績はありません。 

 

＝町 民 課＝ 

１ 1 月 24 日、幼保一元化施設のあり方検討委員会を開催し、事務局が作成した提言の素

案について検討しました。 

提言は、町が幼保一元化施設を造るにあたっての求められる内容として、委員の意見

を集約したものにすることと決まりました。 

提言の表現は、委員の言葉を大切にすることとし、構成は、「理念」とその基になる「保

育・教育内容」、｢施設の環境、職員・クラス体制｣、｢地域における子育て支援の拠点｣の

3項目で、各項目は、委員以外の人が見てもわかりやすいようにすることとしました。 

  今後のスケジュールは、2月第 2週に修正案を委員に送付し、郵便等のやり取りで承諾

を得た後、提言 (中間報告)として町ホームページ、保育所、その他公共施設等での縦覧

に供するとともに 2 月中に保護者説明会を行い、寄せられた意見等を参考にして 3 月に

は提言を完成することとしています。 

 

＝健康福祉課＝ 

１ 1 月 29 日、第 3 回北栄町介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画策定委員会を 16

名の委員の出席により開催しました。会議内容は、計画書（素案）について、意見交

換を行いました。介護予防に重点を置き、平成 21 年度予測の要介護認定率 21％を大

きく上昇させないような施策を実施し、10 年後には平成 21 年度の認定率と同じくら

いの数値を目標とするよう確認しました。なお、計画書については、2 月 10 日から

25 日までの間、町民からのパブリックコメント募集を行います。 
 

＝産業振興課＝ 

１ 1 月 16 日、北栄町水田農業推進協議会臨時総会が北条農村環境改善センターで開

催されました。今回の臨時総会では、平成 21 年の水稲作付目標数量の配分方法及び

産地づくり交付金（転作奨励金）等についての議案が審議され、原案どおり承認され

ました。出席者数は 27 人でした。 

 

２ 2 月 2 日、北条砂丘ぶどう 100 周年記念事業実行委員会が大栄庁舎で開催されまし

た。実行委員会は、北条ぶどう生産部、町、県、ＪＡ、土地改良区等の代表者で構成

し、松本町長が委員長に選出されました。また、記念事業について協議を行い、記念

式典、記念イベント、販売促進活動及び広報活動等の実施について提案がされました。

今後、各委員からの提案を整理し、3月上旬の実行委員会で協議・決定することとな

りました。 

 

３ 2 月 6 日、北栄町たばこ組合通常総会が三朝ロイヤルホテルで開催されました。平

成 20 年度の栽培状況は、生産者 48 名、栽培面積約 83ha、販売金額約 3 億 8 千万円

の実績でした。また平成 21 年度は、生産者 45 名、栽培面積約 77 ha が計画され、特

に 2 年連続多発し減収の原因である灰色かび病の一斉防除等の対策に取り組むこと
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が決定されました。 

 

＝農業委員会＝ 

１ 1月 13日、平成21年第 1回農業委員会総会を開催し、次のとおり審議決定されました。 
区                      分 件 数 面積(㎡) 

田 1 5,278.00

畑 1 2,176.00農地法第 3条受理 

計 2 7,454.00

田 8 14,626.00

畑 4 12,765.00農地法第 20 条受理（賃貸借の解約） 

計 12 27,391.00

田 24 68,582.00

畑 9 25,142.00農用地利用集積計画受理 利用権設定 

計 33 93,724.00

 

２ 1 月 26 日、平成 21 年第 1回農業委員会臨時総会を開催し、農業委員会委員選挙人

名簿の登載について審議しました。 

   ・農業委員会委員選挙人名簿登載者数 男 2,069 人 女 1,866 人 合計 3,935 人 

 

＝環境政策課＝ 

１ 2 月 1 日、大栄農村環境改善センター 

において、第 14 回全国風サミット in 

ほくえいのプレイベントとして、「北栄 

町こどもエコクラブ発表会」を開催し 

ました。参加者は、約 350 名でした。 

●テーマ 私たちがかえる・未来のために 

・大誠保育所、北条幼稚園、大栄小学校、 

大栄中学校の取組発表 

・子ども達によるパネルディスカッション 

 ・取組パネル展（ロビー） 

 

 

２ 1月の「北条砂丘風力発電所」の稼働状況は、次のとおりでした。 

   売電電力量：  2,390,880 KWh  達成率： 62.8 %  CO２削減量： 1,326.9 t 

   売 電 収 入：   28,242,270 円 

 

３ 住宅入居状況  1 月末 

（１）町営住宅入居状況 

住 宅 名 全 戸 数 入居戸数 空き戸数 募集期間 備 考 

由良宿団地 60 60 0   

六尾北団地 45 44 1  2月下旬入居予定
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向 山 団 地 15 14 1  2月下旬入居予定

中 央 団 地    8    8 0   

 

（２）県営住宅入居状況 

住 宅 名 全 戸 数 入居戸数 空き戸数 募集期間 備 考 

栄第１団地    8 8 0   

栄第２団地    8 8 0   

大 野 団 地    6 6 0   

 

＝上下水道課＝ 

１ 次のとおり、上水道工事を発注しました。 

入札回数 予定価格 
入札日 工事名 内  容 

指名業

者 数 落札業者 契約金額 
工期

1回 8,830,500 

1/8 

配水管改良工

事（曲谷工区） 

配水管布設替 

φ50 369.0m 
8 社 

㈲日進設備

工業 
8,505,000 

1/15
～ 
3/25

1 回 24,328,500 

1/27 

路面本復旧工

事 

舗装面積 

A＝8,534 ㎡ 8 社 
オグラ建設

㈱ 
23,520,000 

2/2 
～ 
3/27

 

２ 次のとおり、下水道工事を発注しました。 

入札回数 予定価格 入札

日 
工事名 内  容 

指名業

者 数 落札業者 契約金額 
工期

1回 8,400,000 

1/13 

亀谷1号マンホ

ールポンプ設

置工事 

マンホールポ

ンプ 1基 
7 社 新明和工業

㈱中国支店 5,355,000 

1/6 

～

3/30 

1 回 14,595,000 

1/30 

曲マンホール

ポンプ設置工

事 

マンホールポ

ンプ 1基 6 社 ㈱エナテクス
8,326,500 

2/4 
～
3/30

1 回 15,645,000 

1/30 

向山・東新田場

マンホールポ

ンプ設置工事 

マンホールポ

ンプ 1基 6 社 新明和工業

㈱中国支店
9,228,450 

2/3 
～
3/30

1 回 14,805,000 

2/2 

比山管渠新設

（1－1工区）工

事 

開削 

塩ビ管φ150 

延長 464.2m 
10 社 ㈲共栄組 

14,280,000 

2/5 

～

3/30 

1 回 12,495,000 

2/2 

亀谷管渠新設

（6－1工区）工

事 

開削 

塩ビ管φ150 

延長 172.1m 
10 社 ㈱北和 

12,043,500 

2/9 

～

3/31 

1 回 11,445,000 

2/2 

亀谷管渠新設

（6－2工区）工

事 

開削 

塩ビ管φ150 

延長 84.0m 
10 社 石賀建設㈱ 

11,172,000 

2/9 

～

3/31 
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＝教育総務課＝ 

１ 1 月 23 日、北栄町教育ビジョン評価検討会を開催しました。「地方教育行政の組織

及び運営に関する法律」の規定により、毎年、事務の管理及び執行の状況を点検及び

評価を行い 3 月議会に提出し公表するもので、教育委員会では平成 19 年 7 月に策定

した「教育ビジョン」を達成するために重点施策を掲げその課題に向け取り組むもの

としており、その事業の着実な実行や改善について意見、要望等について意見交換を

行いました。 

 
２ 1 月 27 日、第 2 回教育委員会定例会を開催しました。議事内容は次のとおりで原

案どおり承認されました。また、平成 21 年度新規事業要求案、北条小学校校舎改築

工事の進捗状況及び幼保一元化施設のあり方検討委員会の会議内容等について報告

しました。 

・校区外就学について 

・校区外就学について 

・北栄町「子どもの豊かな育ちと学びを支援する連絡会」要綱の制定について 

 
３ インフルエンザの発生による臨時休業について 

   ・北条小学校 4 年 1 組 在籍者数 25 人 

            欠席者数を含む患者数  6 人  欠席者数 5 人 

            臨時休業の期間 1 月 20 日～21 日 

          6 年 1 組 在籍者数 30 人 

            欠席者数を含む患者数 17 人  欠席者数 8 人 

            臨時休業の期間 1 月 27 日～28 日 

 

＝生涯学習課＝ 

１ 子育て学習講座を開催しました。 
 （1）1 月 22 日 大谷保育所 保護者 14 名 

北条小学校長 北村秀徳 氏を講師に「子育てを通しての自分育ち」と題し、

子育て中の親としての悩みを人権の視点から「子育て」を振り返ってみましょう

と、親として教員として自らの体験談を交えた講演を傾聴し学習されました。 

 （2）1月 23 日 北条小学校 新入生保護者 64 名 

北村秀徳 校長の「やさしさとたくましさを併せ持つ子どもの育成」と題した

学校の目指す児童像や学校の取り組みや新入生としての心がまえ等を学習され

ました。 

 
２ 1 月 24 日から 2月 8 日までの間、北条歴史民俗資料館において、「郷土の作家たち

～山根和夫写真展～緑の大地・風の舞うふるさとに生きる」と題して、自分がこれま

で撮り続けた過去の風景・人物など山根 氏独自の視点で切り取った 46 点を展示し

ました。入館者数は、543 名でした。 
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３ 1 月 29 日、北栄町図書館において、子どもと本の出会い講座を開催し、山陰こど

ものとも社 社長 末宗辰彦 氏を講師に「子どもの成長と絵本の選書について」と

題し、現代の子どもたちがおかれている社会・生活環境の問題点や子どもが成長して

いく上でいかに本が大切かなど、絵本の選び方等を読み聞かせボランティアや町民の

方々38 名で学習しました。 

 
４ 1 月 31 日から 2月 8 日までの間、北栄町中央公民館と大栄分館において、「第 3回

北栄町公民館まつり」作品展を開催し、日本画・洋画・書道・写真・陶芸・ちぎり絵・

手芸等の作品 334 点を展示しました。この作品展の入館者数は、1,955 名でした。な

お、2 月 8 日には、大栄農村環境改善センターにおいて、「ほくえいふれあい芸能発

表会」を開催し、民踊・舞踊・合唱・カラオケ・大正琴・銭太鼓・安来節等の出演者

（団体）38 組が出場され日頃の練習成果を大いに発揮され、盛大な会となりました。

この発表会の入場者数は、650 名でした。 

 
５ 2 月 22 日（日）、大栄農村環境改善センターにおいて、「コール・ウィンドミル＆

合唱団こさじ ジョイントコンサート」が午後 1 時 30 分開場、午後 2 時開演で開催

されます。今回は、鳥取中央育英高校合唱部も賛助出演される予定です。 

たくさんの方々のご来場をお待ちしています。 

 

＝人権同和教育課＝ 

１  1 月 21 日、大栄文化センターで、大栄地区の部落解放文化祭実行委員会並びに隣

保館・児童館運営審議会（委員会）が開催されました。 

・部落解放文化祭実行委員会 

⇒ 今後の文化祭の会場については、従来どおり隣保館で開催し、実施時期

については、12 月開催が良いなどの意見がありました。 

・隣保館・児童館運営審議会 

⇒ 今年度の事業実施状況報告と反省、新年度事業のあり方について協議さ

れました。 

 

２ 次のとおり、事業所等研修会及び高齢者小地域懇談会が開催され、人権教育推進員

が指導・助言にあたりました。 

 開催日 事業所等・自治会等名 参加者数 備 考 

 1月 15日 栄保育所保護者会 20 人  

 1月 21日 小倉水道(有) （東園）   7 人  

 1月 23日 鳥取県農業共済組合連合会家畜診療所   26 人  
事業所等研修会 

 1月 27日 (株)新木コーポレーション（西園）  28 人  

12 月 19 日 由良宿１区老人クラブ  35 人  

1 月 15 日 大島老人クラブ  22 人  

1 月 15 日 向山老人クラブ    6 人  

高齢者  

小地域懇談会 

1 月 15 日 江北老人クラブ   48 人 ビデオ視聴のみ
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1 月 16 日 国坂浜老人クラブ   19 人  

1 月 17 日 北条島老人クラブ   12 人  

1 月 18 日 大谷老人クラブ   36 人  

1 月 26 日 国坂老人クラブ   18 人  

1 月 27 日 弓原浜老人クラブ   12 人  

1 月 31 日 松神老人クラブ   36 人  

 

３ 拉致問題啓発パネル展を開催しました。 

・期 間 1 月 17 日(土)～1月 28 日(水) 

・場 所 北栄町中央公民館大栄分館ロビー 

・内 容 北朝鮮による拉致問題の早期解決に向けて、広く理解を深め関心を持

っていただくために、米子市の松本京子さんをはじめとする拉致被害

者の方々の写真パネル 18 点を展示しました。 

 

４ 2 月 4 日、大栄文化センターにおいて、第 1回北栄町部落解放文化祭検討委員会を

委員 16 名の出席のもと開催しました。部落解放文化祭は、北栄町合併以後、北条地

区、大栄地区それぞれ時期が異なり開催していましたが、同和対策関連事業の見直し

項目の一つであり、今回検討委員会を開催し、統一開催した場合の時期を 12 月に開

催することを確認し、この案を各地区で協議していただき、その結果をもとに次回検

討委員会で協議することとしました。 

・北栄町部落解放文化祭検討委員会 

   会長 津川俊仁 氏  副会長 松尾 積 氏 


